
特定看護師とは？ どんな資格なの？ 

• 2015年10月に厚生労働省が施行した「特定行為に関わる看
護師の研修制度」によってうまれた名称。 

 

• 研修を修了させ、高度な知識や判断力があると評価されると、
医師の判断を待たずに診療補助を行うことができる。 

 

• あらかじめ医師が作成した指示書をもとに自分の判断で特定
行為を行えるようになる。つまり、看護師自身の判断で、対処で
きることが多くなる。 

 

 



なぜ特定行為研修を行うのか 

   

 

  特定行為研修で医学的知識・技術を強化した上で、病態の
変化や疾患、患者の背景等を包括的にアセスメント・判断し、  
看護を基盤に特定行為も含めた質の高い医療・看護を効率的
に提供するため。 
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特定看護師にはどうやったらなれる？ 

（1）eラーニングによる自宅学習 
（2）筆記試験 
（3）スクーリングによる集合研修 
（4）臨床実習 
 

 研修時間は 

• 「共通科目」で250時間 

• 「区分別科目」で15～72時間 



京大病院における 特定行為研修区分 

【 実施する区分 】 

術中麻酔管理領域パッケージ研修 

 

【 区分の選択理由 】 

①手術前進麻酔件数が年間6000を超え
る当院において、術前から術後にかけた麻
酔管理において、頻繁に行われる一連の医
行為を、いわゆる包括的指示により担うこと
が可能な高い能力をもつ看護師を養成す
ることで、看護の質向上及びチーム医療を

推進する。    
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特定行為研修の目標 

• 地域医療及び高度医療の現場において、迅速かつ包括的な
アセスメントを行い、当該特定行為を行う上での知識、技術及
び態度の基礎的能力を養う。 

 

• 地域医療及び高度医療の現場において、患者の安心に配慮
しつつ、必要な特定行為を安全に実施できる基礎的能力を
養う。 

 

• 地域医療及び高度医療の現場において、問題解決にむけて、
多職種と効果的に協働できる能力を養う。 
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特定行為研修における管理・教育体制 

【 特定行為研修管理委員会 】 

     医師４名（医療安全管理部１名、診療報酬センター１名含む）、 

     看護部長１名、副看護部長2名、看護師長３名、 

     事務員１名、外部委員１名 

 

【 共通科目講師 】 

     医師１３名、薬剤師5名、特定行為看護師１名、専門・認定看護師８名、 

     看護教員１名、外部講師１名 

 

【 区分別研修指導者 】 

      麻酔科医師１３名、初期診療・救急科医師８名 

 

✾多職種で特定行為看護師の育成について検討し、 
   研修の企画・運営・評価を行っている。 
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特定行為研修 受講の様子 
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医療面接の理論と演習・実習 

主要薬物の薬理作用・副作用の理論と演習 
主要薬物の相互作用の理論と演習 

患者さんとの信頼関係を築くことを  
意識しよう 

適切な診断に導けるよう、  
患者さんに現在の症状・既往歴・  
 アレルギーなど、話を伺います 

薬剤における効果と  
副作用をモニタリングします 

 

副作用の対策はこれで  
合っているかな？ 

患者さん役 

特定看護師（師長）さんも同席し、  
サポートしています 



特定行為 術中麻酔管理領域 

・2021年度より2名の看護師が誕生 

 しました。 

 

 

・麻酔科医指導のもと患者さんの手術に 

 入り手術看護と部分的に特定行為を 

 日々 行っています。麻酔科医より多く 

 のことを教えてもらい推論・技術のトレ 

 ーニングを続けています。 

 

 

・患者さんの思いを麻酔科医へ伝達する 

 場合もあります。例えば、術後の痛みや 

 吐き気のコントロール希望などです。 8 



実践 

  特定行為研修で学修を修了した行為 

 
 
経口用又は経鼻用気管チューブの位置調整 
 
侵襲的陽圧換気の設定変更（人工呼吸器） 
 
橈骨動脈カニュレーション 
 
輸液投与量の調整 
 
硬膜外カテーテルによる鎮痛剤投与量調整 
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麻酔器の始業点検をしています 
作動 ヨシ！ 



質の高い看護につながる 
チーム医療の中心となる 
特定看護師の育成 
特定看護師の活躍 

ご理解・ご協力をよろしくお
願いいたします。 


